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希 望 苑 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 運 営 規 程                                                                
 

（ 事 業 の 目的 ）  

第 １ 条  利 用 者 が 、 要 支 援 及 び 要 介 護 状 態 に な っ た 場 合 に お い て 、 可 能 な 限 り そ  の

居 宅 に お い て 、 そ の 有 す る 能 力 に 応 じ 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る  よ う 、

必 要 な 日 常 生 活 上 の 世 話 及 び 機 能 訓 練 を 行 い 、 利 用 者 の 社 会 的 孤 立 感 の  解 消 及

び 心 身 機 能 の 維 持 並 び に 利 用 者 の 家 族 の 身 体 的 及 び 精 神 的 負 担 の 軽 減 を  図 る こ

と を 目 的 と す る 。  

 

（ 運 営 の 方針 ）  

第 ２ 条  利 用 者 の 人 格 を 尊 重 し 、 常 に 利 用 者 の 立 場 に 立 っ た サ － ビ ス 提 供 に 努 め  な

け れば な ら な い 。  

  指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 の 事 業 を 運 営 す る に あ た っ て は 、 地 域 と の 結 び 付 き を  重

視 し 、 市 町 村 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 、 他 の 居 宅 サ － ビ ス 事 業 者 そ の 他 の 保 健  医 療

又 は 福祉 サ－ ビ ス を 提供 す る 者 と の 密 接 な 連携 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 事 業 所 の名 称等 ）  

第 ３ 条  事業 を 行 う 事 業 所 の名 称及び 所在 地は 、 次 の と お り と す る 。  

 （ １ ） 名  称  希望 苑指 定 短期 入所 生活 介護 事 業所  

 （ ２ ） 所 在 地  秋 田県山 本 郡三 種町 鹿渡 字町 後 ２ ５ １  

 

（ 職 員 の 職種 及び 員数 ）  

第 ４ 条  当該 介護 事業所 に は 、 次 の職 員 を 置 く 。  

 （ １ ） 生 活 相談 員    １ 名 以 上 （ 特 養 兼 務 ）  

 （ ２ ） 看 護 職員     ３ 名 以 上 （ 特 養 兼 務 ）  

 （ ３ ） 介 護 職員    ２ ４ 名 以 上 （ 特 養 兼 務 ）  

 （ ４ ） 機 能 訓練 指導 員  １ 名 以 上 （ 看 護 職 員兼 務 ）  

 （ ５ ） 管 理 栄養 士    １ 名 以 上 （ 特 養 兼 務 ）  

 （ ６ ） 事 務 員      ２ 名 以 上 （ 特 養 兼 務 ）  

 （ ７ ） 嘱 託 医師     １ 名 以 上 （ 特 養 兼 務 ）  

 （ ８ ） そ の 他職 員    ３ 名 以 上 （ 宿 直 員 ・ 用 務 員 ）  

 

２  管  理  者  

 当 該介 護事 業所 と 併設 す る 特 別養 護老 人 ホ－ ム 希望 苑施 設長 が兼務 す る 。  

 

（ 職 員 の 職務 内容 ）  

第 ５ 条  職員 の職 務内容 は 次の と お り と す る 。  

 （ １ ） 生 活 相 談 員 は 、 主 と し て 利 用 者 の 生 活 相 談 全 般 、 面 接 、 身 上 調 書 作 成 、    
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家 族 等 の 各 種 相 談 に 応 ず る と 共 に 援 助 計 画 に 沿 っ た ケ ア プ ラ ン の 作 成 及 び    

モ ニ タ リ ン グ 、 評 価の業 務 に従 事す る 。  

 （ ２ ） 看 護 職 員 は 、 主 と し て 利 用 者 に 対 す る 医 師 の 診 察 補 助 及 び 看 護 、 並 び に    

施 設 全般 の保 健衛 生管 理 の業 務に 従事 す る 。  

 （ ３ ） 介 護 職 員 は 、 主 と し て 利 用 者 の 居 室 を 中 心 と し 、 生 活 相 談 、 介 護 （ 食 事 、    

入 浴 、 排 泄 、 整 容等 ） の 業 務 に 従事 す る 。  

 （ ４ ） 機 能 訓 練 指 導 員 は 、 主 と し て 利 用 者 の 日 常 生 活 上 の 機 能 訓 練 を 行 う 業 務    

に 従 事す る 。  

 （ ５ ） 管 理 栄 養 士 は 、 主 と し て 利 用 者 の 献 立 作 成 、 栄 養 量 計 算 、 給 食 記 録 を 行 う ほ か 、

食 品 衛生 管理 全般 にわ た る 業 務 に従 事す る 。  

 （ ６ ） 事 務 員は 、 運 営 に 関 す る 庶務 的 な業 務 に 従 事す る 。  

 （ ７ ） 嘱 託 医 師 は 、 主 と し て 利 用 者 の 健 康 診 断 及 び 治 療 の 業 務 に 従 事 す る も の    

と す る 。  

 

（ 利 用 定 員 ）  

第 ６ 条  当該 事業 の利用 定 員 を 、 次 の と お り と す る 。  

 （ １ ） １ ２ 名  

 （ ２ ） 前 項 に か か わ ら ず 、 入 院 等 に よ り 空 床 が 出 た 場 合 は 、 そ の 空 床 分 を 利 用    

で き る も の と す る 。  

 （ ３ ） 災 害 そ の 他や む を 得 な い 事情 が あ る 場合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

（ 短 期 入 所生 活介 護サ－ ビ スの 内容 ）  

第 ７ 条  短期 入 所 生 活介 護 サ － ビ ス は 、 利 用者 の 心 身 の 状 況 に 応 じ 、 利 用 者 の自  立

の 支 援 と 日 常 生 活 の 充 実 に 資 す る よ う 、 適 切 な 技 術 を 持 っ て 次 の と お り サ －  ビ ス

を 行 う も の と す る 。  

 （ １ ） 利 用 者の 日常 生活 援 助に 関す る こ と  

 （ ２ ） 利 用 者の 機能 訓練 に 関す る こ と  

 （ ３ ） 利 用 者の 健康 管理 に 関す る こ と  

 （ ４ ） 利 用 者及 び家 族の 相 談 ・ 助 言 に 関 す る こ と  

 

（ 利 用 料 等 ）  

第 ８ 条  本 事 業 所 が 提 供 す る 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 サ － ビ ス の 利 用 料 の 額 は 、 要 介

護 度 に 応 じ た サ ー ビ ス 料 金 か ら 介 護 保 険 給 付 費 額 を 除 い た 金 額 （ 自 己 負 担 額 ） と 食

事 と 滞 在 に 係 る 標 準自己 負 担額 の合 計 し た 金額 と す る 。  

 

（ 通 常 の 送迎 の実 施地域 ）  

第 ９ 条  通常 の送 迎の実 施 地域 に つ い ては 次の と お り と す る 。  

 （ １ ） 三 種 町  

 （ ３ ） 前 項 に かか わ ら ず 、 や む を 得 な い 事 情が あ る 場合 は 、 こ の 限 り で な い 。  
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（ サ － ビ ス 利用 に 当 た っ て の 留意 事項 ）  

第 1 0条  サ － ビ ス 利 用 に あ た っ て 、 不 可 抗 力 的 に 生 じ た 損 害 、 事 故 の 補 償 に つ い  て

は 、 利 用 者 ・ 施 設双 方 で 協 議す る も の と す る 。  

２  来 訪 者 は 、 面 会 時 間 を 遵 守 し 、 必 ず そ の 都 度 面 会 簿 に 利 用 者 氏 名 と 自 分 の 氏  名

及 び利 用者 と の関 係 を 記 入す る も の と す る 。  

３  外出 、 外 泊 の際 には 必 ず行 き 先 と 帰 苑 時間 を 届 け 出 る も の と す る 。  

４  施 設 内 の 居 室 や 設 備 、 器 具 は 本 来 の 用 法 に し た が っ て 利 用 し て い た だ き 、 こ  れ

に 反 し た 利 用 に よ り 、 破 損 が生 じ た 場合 は 、 賠 償 し て い た だ く も の と す る 。  

５  喫 煙 は 、 指 定 さ れ た 場 所 で 行 っ て い た だ き 、 飲 酒 に つ い て も 食 堂 等 指 定 さ れ  た 場

所 以 外 で は 、 遠 慮 し て い た だ く も の と す る 。  

 

（ 緊 急 時 等 に お け る 対応 方 法 ）  

第 1 1条  利 用 者 が 、 短 期 入 所 生 活 介 護 サ － ビ ス を 利 用 中 に 病 状 の 急 変 が 生 じ た 場  

合 そ の 他 必 要 な 場合 に は 、 速 や か に主 治 医 へ連 絡 を 行 う と 共 に 必要 な 措 置 を 講  じ

な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 非 常 災 害対 策 ）  

第 1 2条  地 震 及 び 火 災 等 の 緊 急 時 に 備 え る た め 、 消 防 計 画 に 基 づ き 自 衛 消 防 隊 を  

編 成 し て 夜 間及 び昼 間に 年 ２ 回 の避 難訓 練 を 実 施す る 。  

 ２  前 項 の 訓 練 の 実 施 に あ た っ て は 、 消 防 団 や 地 域 住 民 の 参 加 が 得 ら れ る よ う 連 携

に 努 め る 。  

 

（虐待防止の向けた体制等）  

第 13条  施設長は、虐待の発生の防止に向け、本条各号に定める事項を実施するものとする。  

（ １ ）  希望苑では虐待防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用し

て行うことができるものとする。 ）を定期的に開催するとともに、その結果について、

介護職員その他の職員に周知徹底を図る。  

（ ２ ）  希望苑は、虐待防止の指針を整備し、虐待等の相談及び苦情解決体制の整備、

虐待を把握した際通報、虐待発生時の再発防止策の検討、成年後見制度の利用

支援等を行う。なお、本高齢者虐待防止委員会は、場合により他の委員会と一体

的に行う。  

（ ３ ）  職員は年 2回以上、虐待発生の防止に向けた研修を受講する。  

（ ４ ）  前項の措置を適切に実施するため、専任の担当者を置くこととする。  

（ ５ ）  虐待又は虐待が疑われる事案が発生した場合には、責任者は速やかに市町村等

関係者に報告を行い、事実確認のため協力する。また、当該事案の発生の原因と

再発防止策について、高齢者虐待防止委員会にて協議し、その内容について、職

員に周知するとともに、市町村関係者に報告を行い、再発防止に努める。  
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（身体拘束等の禁止）  

第 14条  施設は、サービス提供にあたっては、利用者又は他の利用者の生命又は身体を保護

するため、緊急やむを得ない場合を除き、身体拘束その他利用者の行動を制限する行

為（以下「身体拘束等」という。）を行わない。  

 ２  施設は、やむを得ず身体拘束等を行う場合には、その様態及び時間、その際の利用者の

心身の状況並びに緊急やむを得ない理由その他必要な事項を記録する。  

 ３  施設は、身体拘束等の適正化を図るため、次に掲げる措置を講ずる。  

（ １ ）  身体拘束等の適正化のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用し

て行うこともできるものとする。 ）を定期的に開催するとともに、その結果について

職員に周知徹底を図る。  

（ ２ ）  身体拘束等の適正化のための指針を整備する。  

（ ３ ）  職員に対し、身体拘束等の適正化のための研修を定期的に実施する。  

 

（ 衛 生 管 理 ）  

第 1 5条  施 設 は 、 利 用 者 の 使 用 す る 食 器 そ の 他 の 設 備 又 は 飲 用 に 供 す る 水 に つ い て 、

衛 生 的 な 管 理 に 努 め 、 又 は 必 要 な 措 置 を 講 ず る と と も に 、 医 薬 品 及 び 医 療 器 具

の 管 理 を 適 正 に 講 ず る よ う 努 め な け れば な ら な い 。  

 ２  施 設 は 、 当 該 施 設 に お い て 感 染 症 が 発 生 し 、 又 は 蔓 延 し な い よ う 必 要 な 措 置 を

講 ず る よ う 努 め な け れば な ら な い 。  

 

（感染症の予防及びまん延の防止のための措置）  

第 16条  施設は、当該施設において感染症がまん延しないよう次の措置を講ずるよう努めなけ

ればならない。  

（ １ ）  施設における感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会（テレ

ビ電話装置等を活用して行うことができるものとする。 ）を定期的に開催するととも

に、その結果について、職員に周知を図る。  

（ ２ ）  施設における感染症の予防及びまん延の防止のための指針を整備する。  

（ ３ ）  施設において、職員に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修並びに感

染症の予防及びまん延防止のための訓練を定期的に実施するものとする。  

 

（業務継続計画の策定等）  

第 17条  施設は、感染症や非常災害の発生時において、利用者に対するサービスの提供を継

続的に実施するため、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（以下「

業務継続計画」という。）を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講ずるよう努

める。  

 ２  施設は、職員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定

期的に実施する。  

 ３  施設は、定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行
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う。  

（職場におけるハラスメントの防止）  

第 18条  施設は、ハラスメント（セクシャルハラスメント・パワーハラスメント・カスタマーハラスメ

ント等）を防止するための指針を整備し、次の各号の対策を行う。  

（ １ ）  職場におけるハラスメントの内容及びハラスメントを行ってはならない旨の方針を明

確化し、従業員へ周知・啓発する。  

（ ２ ）  ハラスメントの相談に応ずる窓口と担当者を定め、従業員に周知する。  

 

（ 記 録 の 整備 ）  

第 19条  施設 は 、 職 員 、 設 備及 び会 計 に関 す る 記 録 を 整 備 し な け れば な ら な い 。  

 ２  施 設 は 、 利 用 者 に 対 す る 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 の 提 供 に 関 す る 次 の 各 号 に 掲

げ る 記 録 を 整 備 し 、 そ の 完 結の 日か ら 5年間保 存 し な け れ ば な ら な い 。  

（ １ ）  短 期 入所 生活 介護 計画  

（ ２ ）  具 体 的 な サー ビ ス 内 容の 記 録  

（ ３ ）  身 体 拘 束等 の 態様 及び 時 間 、 そ の 際 の利 用者 の 心 身の 状 況並 び に緊 急 や む を

得 な い 理由 の記 録  

（ ４ ）  市 町 村へ の通 知に 係 る記 録  

（ ５ ）  苦 情 内容 等の 記録  

（ ６ ）  事 故 の状 況及び 事故 に際 し て 採 っ た 処置 に つ い ての 記録  

 

（ そ の 他 運営 に 関す る 重 要 事項 ）  

第 2 0条  サ － ビ ス の 提供 に 当 た っ て は 、 懇 切丁 寧 に 行 う こ と を 旨 と し 、 費 用 の 額  やサ

－ ビ ス 提 供 の 方 法 等 に つ い て 利 用 者 及 び 家 族 に 理 解 し や す い よ う 説 明 し 、  同 意 を

得 な け れば な ら な い 。  

 

  付   則  

 こ の 規 則は 、 平 成 １ ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施行 す る 。  

   平 成 １ ７ 年 １ ０ 月 １ 日 一 部 改正 （ 第 ８ 条 利 用 料 ）  

   平 成 １ ８ 年 ４ 月 ２ ８ 日 一 部 改正 （ 第 ３ 条 、 ４ 条 、 ５ 条 、 ９ 条 、 １ ０ 条 ）  

   令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 一 部 改 正 （ 1 3条 虐 待 防 止 に 向 け た 体 制 等 、 第 1 4条 身 体 拘 束 等

の 禁 止 、 第 1 5条 衛 生 管 理 、 第 1 6条 感 染 症 の 予 防 及

び ま ん 延 防止 の た め の措 置 、 第 1 7条 業務継続計画の

策定等第１８条職場におけるハラスメントの防止、第１９

条記録の整備）  


